
加
藤
誠
一
先
生
記
念
号
に
よ
せ
て

加
藤
誠
一
先
生
は
、

一
九
四
三
年
九
月
に
立
教
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
さ
れ
た
後
、
直
ち
に
経
済
学
部
の
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
同
時

に
二
年
余
り
の
兵
役
に
服
さ
れ
ま
し
た
が
、
爾
来
、

一
九
八
四
年
三
月
に
定
年
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
実
に
四
十
有
余
年
の
長
き
に
わ
た
っ

て
、
本
学
な
ら
び
に
経
済
学
部
の
発
展
の
た
め
に
力
を
尽
さ
れ
、
学
問
の
府
と
し
て
の
本
学
の
名
戸
を
高
め
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
は
在
職
中
、
経
済
学
部
に
お
い
て
工
業
経
済
学
、
経
済
政
策
論
の
講
義
を
担
当
さ
れ
、
き
わ
め
て
多
く
の
学
生
の
教
育
に
当
た
ら

れ
る
か
た
わ
ら
、
大
学
院
経
済
学
研
究
科
に
お
け
る
研
究
指
導
に
よ
っ
て
、
外
国
人
留
学
生
を
含
め
て
の
多
く
の
研
究
者
を
養
成
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
先
生
は
経
済
学
科
長
、
就
職
部
長
等
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
立
教
大
学
の
先
輩
と
し
て
学
生
の
指
導
・
育
成
に
特
に
熱

意
を
も
っ
て
当
た
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
の
幅
広
い
学
問
的
業
績
の
な
か
で
特
筆
す
べ
き
研
究
は
、
中
小
企
業
の
そ
れ
で
あ
り
ま
す
。
先
生
の
中
小
企
業
研
究
の
成
果
は
、

わ
が
国
経
済
に
重
要
な
地
位
を
占
め
る
中
小
企
業
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
問
題
意
識
の
も
と
に
、
古
典
的
理
論
の
検
討
と
膨
大
な

実
態
調
査
を
基
礎
と
し
て
構
築
さ
れ
た
政
策
論
的
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
先
生
は
、

一
九
六
二
年
四
月
か
ら
一
年
間
に
わ
た
っ

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
中
小
企
業
の
実
態
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
中
小
企
業
問
題
の
存
在
を

わ
が
国
固
有
の
問
題
と
解
す
る
傾
向
が
支
配
的
で
あ
っ
た
当
時
の
日
本
の
学
界
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
、
そ
れ
が
世
界
各
国
に
共
通
す
る

問
題
で
も
あ
る
こ
と
を
、
実
証
的
か
つ
理
論
的
に
解
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
先
生
は
、
自
ら
拓
り
聞
か
れ
た
中
小
企
業
問
題
の
国
際
比
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較
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
理
論
的
研
究
の
み
な
ら
ず
政
府
の
政
策
立
案
に
積
極
的
に
参
画
さ
れ
、
わ
が
国
の
中
小
企
業
政
策
の
在
り
方
に
関

す
る
研
究
水
準
の
高
揚
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
業
績
は
、
主
著
『
中
小
企
業
の
国
際
比
較
』
(
一
九
六
九
年
〉
を
は
じ
め
、
『
経

済
政
策
総
論
』
(
一
九
七
九
年
)
や
先
生
が
編
集
者
の
一
人
と
な
ら
れ
た
『
現
代
中
小
企
業
基
礎
講
座
』
(
全
五
巻
、

一
九
七
六
年
)
に
集

大
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

先
生
は
、
こ
の
よ
う
な
学
問
的
業
績
に
よ
っ
て
、
日
本
中
小
企
業
学
会
副
会
長
に
推
さ
れ
る
か
た
わ
ら
、
日
本
経
済
政
策
学
会
常
任
理

事
、
日
本
学
術
振
興
会
一
一
八
委
員
会
(
産
業
構
造
・
中
小
企
業
)
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
際
中
小
企
業
学
界
や
中
小

企
業
政
策
国
際
会
議
な
ど
に
お
い
て
、
中
小
企
業
研
究
の
国
際
的
な
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
生
は
ま
た
、
単
に
学
界
に

お
い
て
の
み
で
な
く
、
中
小
企
業
分
野
等
調
整
審
議
会
会
長
(
通
産
省
〉
、
中
央
環
境
衛
生
適
正
化
審
議
会
委
員
(
厚
生
省
)
、
東
京
都
中

小
企
業
振
興
対
策
審
議
会
会
長
(
東
京
都
)
な
ど
、
政
府
な
ら
び
に
地
方
自
治
体
関
係
の
各
種
の
審
議
会
の
会
長
等
を
歴
任
さ
れ
、
中
小

企
業
の
振
興
の
た
め
に
多
大
の
努
力
を
払
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
先
生
は
本
学
経
済
学
部
教
授
と
し
て
、
わ
が
国
の
中
小
企
業
研
究
の
興
隆
と
中
小
企
業
振
興
の
政
策
立
案
に
目
覚
ま
し

い
活
躍
を
な
さ
れ
、
大
学
と
し
て
の
本
学
の
権
威
を
高
め
る
こ
と
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
も
先
生
は
、
こ
こ
十
年
ほ

ど
の
問
に
二
度
も
脳
血
栓
に
倒
れ
ら
れ
ま
し
た
が
、
病
躯
を
お
し
て
中
小
企
業
の
理
論
と
政
策
の
研
究
の
興
隆
に
努
力
を
傾
注
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
不
撞
不
屈
の
精
神
を
も
っ
て
、
研
究
者
・
教
育
者
と
し
て
の
信
念
と
実
践
と
を
貫
い
て
こ
ら
れ
た
先
生
の
た
ゆ
ま
ぬ
姿

勢
は
、
私
ど
も
後
進
に
と
っ
て
よ
さ
手
本
で
あ
り
、
ま
た
大
き
な
励
み
と
も
な
り
ま
し
た
。
多
年
に
わ
た
っ
て
先
生
か
ら
戴
き
ま
し
た
数

々
の
御
指
導
・
御
教
示
を
私
ど
も
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
立
教
大
学
は
、
先
生
の
学
術
上
、
教
育
上
の
功
績
の
顕
著
な

こ
と
を
認
め
、

一
九
八
四
年
七
月
、
先
生
に
名
誉
教
授
の
称
号
を
贈
り
ま
し
た
。



い
ま
、
先
生
の
定
年
退
職
を
迎
え
、
経
済
学
部
の
発
展
に
尽
さ
れ
ま
し
た
先
生
の
御
功
績
を
永
く
と
ど
め
る
た
め
に
、
本
号
を
も
っ
て

先
生
の
記
念
号
と
い
た
し
ま
す
。
先
生
が
健
康
を
完
全
に
取
り
戻
さ
れ
て
、
こ
れ
か
ら
も
な
お
一
層
の
御
活
躍
を
さ
れ
る
こ
と
を
希
い
、

こ
れ
ま
で
と
撒
ら
ぬ
御
助
力
を
経
済
学
部
の
た
め
に
賜
わ
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

一
九
八
四
年
一

O
月

経
済
学
部
長

品

橋

昭
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